
魏

纏く

拓
二
博
樵
巻
　
幅
二
齢
膿

糊

一曲

m
な
脱
墾
艮
が
段
な
と
知
ら
れ
る
に
つ
け
我
々
は
そ
れ
ら
の
、
早
撃
に
織
し
て

添
弾
的
な
段
糟
…
に
到
際
し
て
み
る
、
鋼
へ
ば
穏
岡
に
於
け
る
暦
．
浄
罪
孫
、
敏

ひ
は
粥
と
黒
陶
と
の
閲
係
の
如
き
本
．
書
に
於
い
て
は
何
の
霞
擾
も
な
く
坂
凱

は
れ
て
る
る
が
、
今
の
我
々
に
．
壌
っ
て
は
掩
ハ
の
．
覚
君
の
蒋
批
判
が
根
取
的
な

聞
題
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
既
の
意
昧
で
破
調
父
化
の
科
鞘
町
擬
究
に

あ
っ
て
は
先
づ
．
坂
密
な
資
料
批
判
が
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
．
そ
れ
は
越
め
て

畢
凡
な
こ
と
で
あ
る
が
絡
譜
面
ら
ぬ
根
本
的
な
鐡
鋼
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
の

で
ゆ
4
5
る
　
鴇
ハ
⑦
磯
⇔
嵩
℃
巽
鈍
擁
一
、
Φ
昌
O
剛
ど
門
鴫
¢
び
詳
Φ
秘
所
O
O
㌧
　
〔
：
へ
遥
正
一
1
乳
P
ユ
一
〕

細裁

@
墨
・
蔓
　
概
　
噛
講

原
種
行
・
清
水
芝
浦
共
萎

　
思
ふ
に
、
跨
、
鴨
ヅ
と
云
ふ
小
菖
闘
に
、
繭
蘇
州
バ
、
學
で
あ
る
が
故
に
、
明
楓
な

概
念
を
必
要
と
す
る
．
三
っ
て
、
殴
學
に
川
ひ
ら
れ
る
概
念
は
抽
三
熱
芯
で

あ
り
．
、
．
．
反
就
心
的
術
語
と
な
《
ざ
つ
を
得
な
い
も
の
で
ち
つ
、
例
へ
．
個
、
我

々
が
微
積
．
分
を
學
ぶ
時
に
、
い
き
な
ね
．
愛
縁
と
か
、
繭
麩
と
か
云
ふ
梅
…
念
を

つ
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
お
る
Q
こ
の
場
合
、
こ
れ
を
別
の
言
鷲
で
．
．
．
．
目
ひ
換

れ
ば
、
そ
れ
は
…
単
に
既
成
の
、
湘
理
的
な
形
態
に
於
て
、
濡
肩
畔
的
な
シ
フ
、
テ
ム

と
し
て
の
夏
至
を
教
へ
込
ま
れ
る
に
他
な
ら
た
い
こ
と
に
た
る
り
期
，
し
た

欝
撚
墨
一
は
、
こ
の
學
の
持
つ
執
象
雛
と
云
ふ
太
・
奴
に
於
て
、
我
々
の
理
解
を
困

．
難
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
、
從
っ
て
馬
脳
學
は
必
然
的
に
一
毅
的
凝
…
閾
心

に
乏
し
い
綜
果
を
生
じ
る
の
で
あ
る
Q

　
そ
こ
で
、
毒
心
の
攻
μ
ず
史
は
、
こ
の
蓑
壌
’
に
職
ハ
昧
を
持
た
せ
る
課
題
と
し

て
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
い
併
し
乍
ら
、
從
廉
の
如
き
墨
跡
の
阜
受
と
し

て
の
義
強
吏
を
讃
な
時
に
、
登
壇
は
更
し
て
時
匁
μ
ド
に
興
味
を
持
ち
編
る
で
あ

ら
う
．
か
レ
鯉
難
く
て
我
々
は
翻
戴
獣
遭
史
が
…
駐
・
な
る
文
ρ
ナ
の
攣
史
で
・
あ
っ
て
ほ
な
一
2

な
い
と
奇
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
㊤
）
る
浴

　
こ
k
に
於
て
、
孜
々
は
段
昆
’
が
入
管
の
』
一
心
惣
史
に
於
”
∴
般
の
島
想
と
黙
…

屈
し
て
、
如
何
に
大
・
き
な
備
氣
割
を
噛
識
つ
る
か
を
考
察
す
る
必
要
に
辿
驚
ら
れ

る
の
で
あ
る
∴
憾
．
．
ロ
ナ
れ
ば
、
そ
れ
は
ボ
、
B
、
の
入
…
關
生
活
に
占
め
て
屠
る
地

位
の
重
留
、
で
為
り
、
殺
編
輯
を
動
か
す
世
自
適
の
路
、
討
凝
の
で
あ
る
、

　
固
よ
り
．
、
敏
薄
輩
蝦
と
言
っ
て
も
瞭
、
吊
る
輸
山
、
の
中
に
生
れ
て
、
そ
の
惜
蕩
津

の
既
存
關
保
の
・
甲
に
．
両
し
い
照
日
係
ノ
一
見
る
の
で
・
あ
っ
て
、
・
衛
搬
恥
后
・
更
を
離
れ

．
て
骨
恥
、
の
入
「
が
一
八
｛
で
M
パ
姑
し
た
も
．
の
は
紋
い
、
從
っ
て
、
一
躍
口
兄
と
ほ
、
．
購
、
史

の
中
に
搾
備
…
せ
ら
れ
て
播
　
膀
に
於
て
よ
、
－
さ
九
る
も
の
な
の
で
あ
る
ヴ

　
，
一
閃
瑳
に
謎
見
と
云
ふ
も
の
は
、
申
．
つ
．
鏑
廼
が
．
毎
緯
つ
た
時
に
、
天
ド
癖
直
　
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
．
［

感
に
依
っ
て
た
き
れ
つ
歓
の
で
㌧
る
旨
併
し
墾
ら
、
こ
の
炎
見
に
導
か
れ
る

晶
迫
鰻
聖
も
絵
評
、
い
れ
て
居
ろ
．
1
で
は
あ
り
が
、
…
弔
な
る
ひ
巴
戚
纈
の
み
の
聖
職
．
β
で
は
な

く
し
て
、
砺
湘
還
的
な
織
目
昌
の
t
に
あ
る
・
も
の
で
あ
る
○
撃
っ
て
、
こ
の
直
感

も
㌶
双
的
に
目
…
係
の
あ
る
燐
に
勧
く
も
の
で
・
）
る
、
こ
の
關
係
を
“
瀬
篇
的
に

凸
ロ
へ
ば
駆
史
と
云
ふ
こ
と
に
な
ろ
、
準
．
濁
す
れ
ば
、
如
何
な
る
天
才
人
も
泣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
’

會
的
、
酸
史
的
環
境
、
即
，
ち
共
の
時
代
の
世
即
智
、
に
於
て
．
仔
寒
し
て
舛
る
の
で

あ
」
籠

　
翻
閃
へ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
没
職
γ
に
於
て
比
例
、
繭
が
電
鐙
、
親
さ
れ
ろ
の
は
、
ギ
リ

　
シ
ア
挫
駒
世
璃
勲
蝦
の
反
映
な
の
で
あ
る
。
即
㌧
、
ギ
リ
シ
ア
入
に
と
っ
て
は
ギ

　
リ
シ
ア
の
凝
、
．
購
作
凸
の
持
っ
て
贋
る
7
オ
ー
ム
こ
そ
膿
撚
賃
の
弗
黄
な
の
で
あ
っ

た
。
換
言
す
れ
ば
、
裟
．
ギ
の
講
理
的
に
把
猛
一
得
る
も
の
は
、
鹸
臨
調
覇
的



な
存
在
に
於
て
壁
あ
っ
た
Q
所
が
、
之
に
反
し
て
近
世
歎
學
は
、
早
事
を
理

解
す
る
た
め
に
獲
鍬
及
び
餉
勲
を
中
心
と
す
る
数
學
で
あ
っ
た
．
ご
平
然
は
蓮

動
し
攣
化
す
る
ウ
入
闘
が
自
然
を
支
魁
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
饗
化
を
支
配

す
る
法
期
を
知
ら
ね
ば
・
な
ら
な
い
Q
近
世
歎
學
と
は
斯
う
し
た
近
世
酌
世
界

糊
の
反
映
な
の
で
は
な
か
ら
う
か
Q

　
こ
の
書
は
斯
か
る
意
嗣
を
も
つ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
共
の
内

容
に
就
て
は
私
の
…
駅
撃
知
識
…
の
鋏
除
の
た
め
に
批
判
し
碍
な
い
の
で
、
こ
憶

で
は
唯
斯
か
る
織
物
が
出
版
岬
、
」
れ
た
こ
と
だ
け
を
報
告
し
て
置
く
に
止
め
る

こ
と
に
ナ
る
。
（
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文
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交
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昭
和
十
五
餌
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更
攣
科
卒
業
論
交
題
目

　
　
　
國
史
悪
攻

近
世
に
於
け
る
訓
典
の
復
興
の
思
潮

中
古
よ
り
中
批
［
へ
・
－
そ
の
一
連
路
と
開
展
：
－

中
批
後
期
の
商
業
に
就
い
て

亟
菅
島
①
虚
無
8
）
の
構
造
及
藝
態

一
隔
本
菅
樂
史
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究
序
説
；

帯
安
朝
に
於
げ
る
貴
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と
、
貿
樂

かβ
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大
築
邦
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－
一
主
と
し
て
國
文
…
學
作
為
に
見
た
る
：

近
代
日
本
鋼
嵩
過
程
に
残
せ
る
薦
澤
謙
吉
の
足
跡

　
：
人
間
の
探
求
；

代
官
制
よ
り
見
た
る
徳
川
幕
府
農
民
支
醍
離
織

庶
民
的
世
界
と
中
世
交
化
一
「
鋤
灘
ご
に
就
い
て
・
．
、

中
古
貴
旋
生
活
精
赫
一
の
展
進

律
令
綱
と
其
の
時
代

陸
海
軍
の
創
設
過
程
　
近
代
H
本
成
立
野
の
一
憲
軍

事
然
教
孜

中
世
の
紳
澱

9
建
上
入
に
關
す
る
研
究

元
轍
期
の
大
阪
町
人
に
就
い
て

u
本
貸
本
主
義
と
封
難
的
な
る
も
の

日
木
近
代
史
概
論

褥
℃
肖
的
精
肥
瀞
の
展
、
開
…
・
…
中
世
よ
り
近
匿
ヘ
ー
ー

　
　
　
東
洋
契
三
三

朝
鮮
塔
婆
建
築
焚

金
代
女
叢
誌
の
漢
文
化
搬
．
取
に
翻
す
る
一
考
察

襲
國
・
秦
・
漢
融
會
の
二
棚
画
的
考
察

唐
代
の
科
雛
と
そ
の
耽
脅
酌
影
轡

唐
朝
中
宮
鎮
使
考

　
　
　
西
洋
隻
憲
攻

盛
期
ル
ネ
サ
ン
ス
に
於
け
る
個
入
の
…
問
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